
 

令和５年度事業実施状況について 

 

 

会議名 開催年月日 概要 

第１回村上市図書館協議会 R5.6.28 

・令和４年度活動評価、事業実施報告 

・令和５年度事業計画 

・貸出冊数及び貸出期間について 

第２回村上市図書館協議会 R5.11.15 

・令和５年度図書館利用状況（上半期） 

・令和６年度事業計画案 

・第２次子ども読書活動推進計画の中間評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

●会議の開催 

①学校訪問 

・読み聞かせ等：７校で実施（村上南小・岩船小・瀬波小・保内小・朝日さくら小・粟島浦小） 

・移動図書館車による学校訪問：３校で実施（さんぽく小・神納小・山辺里小）【再開】 

・市内小中学校学校図書館の課題解決のための情報交換・共有（7月 13日～9月 8日）【新規】 

②図書館見学 

 ・３校（中央：村上南小・みどり小・特別支援学校、朝日：朝日さくら小） 

③職場体験 

・３校受入（岩船中学校・村上中等教育学校・さくらキャンパス） 

事業１（学校支援） 

① 子育て支援センターでの読み聞かせ 

・山辺里、朝日の２箇所で実施（回数 26回、参加人数１９９人） 

② 図書館での読み聞かせ 

・定期読み聞かせ（中央図書館：火曜 42回 77人、土曜 52回 382人・朝日図書館：土曜 10回 37人） 

・イベント読み聞かせ（中央図書館：4回 55人・朝日図書館：2回 24人） 

事業２（子育て支援・読み聞かせ） 

①子ども読書の日２０２３（４月２２日・２３日） 参加人数 延べ１９２人） 

・おはなしワールド、Come on!移動図書館、草花あそび 

②図書館夏休みイベント（７月１１日～８月３１日） 参加人数 延べ５３８人） 

・宿題お助けコーナー、読書感想文大作戦、工作教室、としょかんビンゴ、としょかんガチャ 

③読み聞かせ・朗読 【協力】としょかんサポーター、たんぽぽ、どんぐり、エルフ文庫ほか 

・読み聞かせ：夏のおはなし会、秋のおはなし会、おはなしマラソン 

・朗読会：春の朗読会、冬の朗読会 

事業３（イベント） 

①館内にコーナーを設置し、月単位・２か月単位で選書テーマを決め、本の展示・貸出 

②新潟リハビリテーション大学とのコラボ展示（２か月単位） 

 …村上市と新潟リハビリテーション大学の地域包括連携協定を締結しており、その一環として

月替わりで選書テーマを定め、本の展示・貸出を行っている 

③教科書展示（6月中旬～7月中旬） 

④市保健医療課との協力展示（9月・3月・テーマ「自殺対策」） 

⑤筑波大学、市介護高齢課との協力展示（9月～11月・テーマ「認知症」）【拡充】 

事業４（企画展示） 

①市報むらかみ（１・15日号）：新着図書情報・休館日・開館時間、図書館読み聞かせ日程 

 ②村上市公式ＳＮＳ：ＬＩＮＥ・Ｘ（令和５年 12月から開始）【拡充】 

③各種発行物 

・「Teen’s Press」(10代のための図書館情報紙) 中高生向け（4月、7月、12月） 

・「いい本みつけた」（小学生向け：低学年、中学年、高学年）学年別やテーマ別で本を紹介 

・図書館通信（一般向け・新着図書、企画展示の紹介）毎月発行 

事業５（広報活動） 

① 職員向け研修 

・新任職員研修：５月 23日～24日（参加人数１人） 

・障害者サービス担当職員養成講座：６月７日（参加人数３人） 

・視覚障害者サービス研修：６月８日、１月 17日、２月 21日（参加人数 各回２人） 

・新潟県公共図書館職員専門研修会：２月２８日（参加人数２人） 

② 雑誌スポンサー制度【新規】 

・企業から新刊雑誌を提供いただき、館内に配置。雑誌カバー、書架に企業名と広告を掲載。 

（令和 5年 4月から制度開始。令和 6年 5月末現在、4社から６誌提供） 

事業６（その他） 

＜令和 5年度を振り返って＞ 

・令和 5 年度は、新型コロナの 5 類移行により、縮小・中止していた取組が再開できるなど

コロナ禍前の姿に戻りつつある 1年となりました。 

・中央図書館では、学校支援の新たな試みとして、学校図書館の実態、課題及び学校ニーズの

把握や、中央図書館からの提案作成を目的に、図書館職員が個別に学校を訪問し、学校図書館

の課題解決に向けた取組を具体化することが出来ました。 

・また、雑誌スポンサー制度を新設し、地域の方々と一緒に図書館を作っていく形が緒につ

く年度となりました。 


